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■ ごあいさつ／発刊にあたって … 1 
NEWS & TOPICS  
■ 環境科学研究科と同和鉱業（株） 
　  包括的研究協力協定を締結…2 
■ 包括的研究協力協定に基づく 
　 　　　　　　研究懇談会を実施  … 2 
REPORT & LECTURE 
■ 研究紹介 
　 高密度水素貯蔵への挑戦 … 3 
■ ヒューマンインセキュリティー  
 　「国際教育プログラム」の構想について … 4 
■ 特色ある教育・カリキュラム、 
　 　　　　　教務センター長に聞く … 5 
■ 国際交流・調査…5～6 
 　 ワシントン大学 IGERT Planning Meeting 出席報告 
 　 環境科学全般にわたる研究の最新動向調査研究報告 
 　 ジョージア工科大学パッケージングリサーチセンタを訪れて 
■ 龍は雲に登り　神は崑崙に棲む  
　　―黄河文明の翳― … 7 
NEWS　FLASH 
■ 受賞報告 … 9 
■ 東北大学開放講座「環境問題を考える」… 9 
■ 基礎ゼミへの貢献 … 10 
■ オープンキャンパス … 10 










































































































































































































































































































































































































































































ative Graduate Education,Research and Traineeship Program）
の申請のために Planning Meeting を2003年9月15～17日に開催しま
した。この申請テーマがMultinational Collabo rations on Challenges






























（1）アメリカ ① LBNL（Lawrence Berkeley National Laboratory）
② University of California, Berkeley ③ Stanford University
（2）カナダ ④ Queen’s University ⑤ University of Ottawa
（3）ドイツ ⑥ GGA（Leibniz Institute for Applied Geoscience）
⑦ BGR（Federal Institute for Geoscience and Natural Reso-





























































































































































































































■ 平成16年10月 ／ 陶　　究（助手）
第1回 堀場 雅夫賞（株式会社 堀場製作所）「電位差法による超臨界水溶
液のpH測定装置の開発」
■ 平成16年10月 ／ 陶　　究（助手）
Asian Pacific Confederation of Chemical Engineering
（APCChE）論文賞「Potentiometric measurement of acidic super-
critical aqueous solutions with a flow-through cell」
■ 平成16年10月 ／ 南　公隆（新井研究室博士3年）
Asian Pacific Confederation of Chemical Engineering
（APCChE）学生ポスター賞「Polarity and hydrogen bond of super-
critical water in the presence of carbon dioxide」
■ 平成16年10月 ／ 渥美　崇（田路研究室博士2年）
傾斜機能材料研究会2003年度研究奨励賞「磁性ナノ粒子の医療応用」
■ 平成16年9月 ／ 浅沼（助教授）、熊野、泉、新妻（教授ら）
GRC Best Paper Award 受賞「Microseismic monitoring of a stim-
ulation of HDR reservoir at Cooper Basin Australia」
■ 平成16年9月 ／ 二宮　彬仁（戸叶研究室修士2年）
日本金属学会ポスター賞「リチウム－マグネシウム系錯体水素化物の
水素貯蔵特性」









■ 平成16年9月 ／ 折茂　慎一（助教授）
日本金属学会第1回村上奨励賞
■ 平成16年6月 ／ 高橋　弘（教授ら）
度日本素材物性学会山崎賞（論文賞）受賞「高含水比泥土の再資源化を
目指した軽量繊維質固化処理土の生成に関する研究」
■ 平成16年5月 ／ 折茂　慎一（助教授）
第3回インテリジェント・コスモス奨励賞「“水素クラスター”に注目
した新環境材料の創製」
■ 平成16年3月 ／ 須賀　卓也（長坂研究室修士1年）
日本鉄鋼協会ポスター賞「相平衡と磁気分離を利用したルチル製造プロ
セスの開発」
■ 平成16年3月 ／ 珠玖　仁（助教授）
電気化学会進歩賞・佐野賞「走査型電気化学顕微鏡による生体機能表面
の構築と評価に関する研究」
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環境技術シンポジウム
あたらしいものつくりの
かたち‐物質と
エネルギーの循環を考える
日時：平成16年11月20日（（土）
会場：東北大学大学院工学研究科大会議室
第2回 環境科学研究科研究発表会
日時：平成17年1月14日（金）開催予定
第7回 環境フォーラム
土地に係わる環境リスク
日時：平成17年3月4日（金）月開催予定
お問い合せ
http://www.kankyo.tohoku.ac.jp/
koho_index.html＃event
第1回環境科学研究科研究発表会が7月
23日（金）青葉記念会館を会場に開催され
ました。本研究発表会は、昨年度発足した
当研究科の構成メンバー一人一人が研究科
全体の研究状況や他の構成メンバーの研究
や人柄を理解し、相互の認識や交流を深め
る中で、文系・理系や異分野の壁を越えて
幅広い分野が協力・連携する新しい環境科
学研究の展開の芽を生み出すことを主たる
目的として企画されたものです。
発表者は教授・助教授・講師・助手・技
官から、JSPS研究員、外国人特別研究員、
リサーチフェロー、大学院学生まで研究科
を構成するすべての階層から合計91名にお
よび、自らの研究内容を2分半の口頭発表
およびポスター発表のハイブリッド方式で
発表しました。研究発表会は午前・午後の
2部に分かれ、それぞれ半数ずつの発表者
が全員の前で口頭発表を行った後、ポスタ
ー会場に移動して各自の研究内容を詳細に
説明しました。合計170名余りの参加のも
と、特にポスター会場では白熱した議論が
繰り広げられ、極めて内容の充実した発表
会となりました。
研究発表会終了後は、研究科本館芝生前
において第2回びあぱーちが開催され、生
ビール片手に夜遅くまで研究談義が繰り広
げられました。
今回の研究発表会では若手研究者および
大学院生の積極的な参加が目立ち、また発
表会の企画運営は、実行委員会（委員長：
木村副研究科長）のもとで、リサーチフェ
ローや大学院生など20代の若手メンバー
が中心となって行うなど、次世代の環境科
学研究を担う若手の力が結集されたことが
大きな特徴でした。研究科では今後、環境
科学研究の創成と活性化を目指して、定期
的に研究発表会等を開催して行く予定にし
ております。
第1回環境科学研究科研究発表会
環境調和型キャンパスへの先進的取り組み
太陽地球計測学講座では、複数の自然エ
ネルギーシステムを組み合わせ、需要に適
合した規模・形態で安定かつ経済的に運用
する“総合自然エネルギーシステム”に関す
る研究を行っています（科研費基盤研究A）。
本年4月にこの研究の一環として、本館屋
上に太陽光発電システムと風力発電システ
ムを設置しました。このうち太陽光発電装
置は最大出力2kWで、出力は通常は本館の
系統に給電しています。8月末現在で総発
電量はすでに1000kWhを超えています。
また、風力発電装置は最大出力450Wのも
のを2台設置しています。この風力発電装
置には小型の太陽光パネルが付属してお
り、両者が相補的に発電を行うとともにバ
ッテリーに余剰電力を蓄える“自立型”シス
テムになっています。現在、これらの発電
システムおよび気象観測システムを使用し
て発電データ・気象データを蓄積し、総合
自然エネルギーシステムの設計・シミュレ
ーションのための基礎データとして使用す
る計画です。また、今後、研究の一環とし
て、太陽光発電、風力発電、地中熱ヒート
ポンプ装置を組み合わせたエネルギー供給
システムを本館に設置し、総合自然エネル
ギーシステムの実証試験を行う計画であ
り、本館屋上の発電システムはその際の電
力源として機能する予定です。
自然エネルギーは、いかに安定かつ低コ
ストに利用できるかが導入拡大の鍵であ
環境科学研究科本館に自然エネルギー利用システムを設置
り、そのための技術開発が重要な研究課題
となっています。本システムは、クリーン
エネルギー利用のシンボルとして研究科へ
エネルギーを供給するとともに、総合自然
エネルギーシステムに関する研究の発展に
大きく寄与するものと考えています。
